
高知県
先 進 自 治 体

高知県立大学
先 進 施 設

　
［第五回］

知
的
人
材
を

育
む
ま
ち

大
学
進
学
時
及
び
大
学
卒
業
・
就
職
時
の
大
都
市
圏
へ
の
若
い
世
代
の
流
出
は
、そ
の
地
域
の
人
口
減
少
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

人
口
流
出
は
過
疎
化
・
高
齢
化
を
招
き
、地
域
の
活
力
を
衰
退
さ
せ
る
。

文
部
科
学
省
は
地（
知
）の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業
を
掲
げ
、若
年
層
の
地
元
定
着
を
推
進
し
て
い
る
。

そ
れ
を
背
景
と
し
て
、高
知
県
で
は
若
年
層
の
人
口
流
出
を
防
ぎ
、地
域
に
開
か
れ
た
知
と
交
流
の
拠
点
と
な
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
構
築
し
、実
践
し
て
い
る
。高
知
県
の「
教
育
」を
核
と
し
た
革
新
的
な
挑
戦
を
追
う
。

教
育
機
能
を
拡
充
し
、知
の
拠
点
と
な
る

文：槌田波留基　写真：中原一隆

教育
Education

地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+事業）

地方の大学…地域の自治体や企業等と協働し、地域の雇用創出や
学卒者の地元定着率の向上に関する計画を策定

※COCとはCenter of Communityの略。地域再生の核となる大学づくりのこと。
文部科学省「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ COC+）事業説明会資料」
を基に作成

●  COC+ 事業の要件を満たした大学が、地域と協働し、 
地域を担う人材育成計画を実現するための教育改革を実行

●  COC+ 推進コーディネーターを活用し、都道府県内の 
他大学や自治体、企業等の連携先（事業協働機関）を拡大

地（知）の拠点

COC+推進
コーディネーター

自治体 企業

NPO

民間団体

A大学

B大学

事業協働地域

・事業協働地域における雇用創出
・事業協働地域への就職率向上

若年層人口の東京
一極集中の解消

成果

［事業概要］
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出典：文部科学省

地 方 大 学 の 可 能 性 は？
日本の人口は戦後の高度成長期に東京、大阪、名古屋の三大都市圏に流出。それ以降は東京圏のみに人口が
集中した。それを底上げしたのが若者の東京志向だ。若者が大都市圏に動く契機となるのが大学への進学、就
職だろう。地方に学び、地方で働く。人口流出を抑制する鍵の一つが、魅力ある「大学」と地域に根ざした教育
改革だ。知的人材の育成は、地元に活力をもたらす産業人材育成へと繋がっていく。

Data 1Data 2

地元就職の割合は
やや増加傾向に向かっている

人口流出のキーポイントは
大学進学のタイミング

大学生の
地元就職割合の推移 大学進学時の人口流出率

大学進学時の都道府県ごとの流入、流出者数の割合をみると、高校卒業後、東京、大阪をはじめとする都
市部へ進学する学生が多いことがわかる。この現状を打破するには、地方大学が活性化し、都市部の大学
に負けない、魅力ある存在となることが重要だ。

大学進学時における人口移動

近年、大学卒業者がその大学が存在する県内の企業に就職する割合がやや増加傾向にある。若者の価値
観、ライフスタイルの多様化、地方の卒業生流出対策など重層的な要因によるものと考えられる。増加率
は小さいが、ここに若年層の地元定着のヒントが隠されているともいえる。

大学生の地元就職割合
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※当該県の高卒者数を100とした場合の流入・流出者数の割合

（県外からの進学者数 － 県内高校から県外への進学者数）

（高等学校卒業者数 ＋ 中等教育学校後期課程修了者数）

出典：国土交通省

流入超過：10都府県
京都府、東京都、神奈川県、
大阪府、福岡県、滋賀県、
愛知県、宮城県、石川県、
岡山県

流出超過：37道県

備考：  1． 通信制大学や新設大学などを除く全国の大学及び学部を持たない大学院大学にアンケートを実施（2013年は、737大学、
うち国立81、公立69、私立376の合計526大学からの回答）。各大学からの地元就職率の回答を元に、全国平均を算出し
ている。

 2． 大学本部のある都道府県を地元としている。

07 2015.8建設業界 062015.8建設業界



高知県
先 進 自 治 体

高知県立大学
先 進 施 設

負のスパイラルの
危機を克服！

の
更
新
、
機
能
拡
充
を
行
う
計
画
だ
。

　

高
知
県
私
学
・
大
学
支
援
課
の
岡
村

一
良
課
長
に
永
国
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備

計
画
の
背
景
を
聞
い
て
み
る
と
、「
平

成
二
十
年
に
県
内
の
高
校
生
を
対
象
と

し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
社
会

科
学
系
の
学
部
が
あ
れ
ば
県
内
で
進
学

す
る
と
い
う
回
答
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
地
方
大
学
の
収
容
力
は
都
市

部
と
比
較
す
る
と
定
員
数
で
見
て
も
半

分
ほ
ど
。
永
国
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
県

内
で
の
進
学
を
望
む
学
生
の
『
受
け

皿
』
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。
同
キ
ャ
ン
パ

ス
に
県
立
大
と
工
科
大
の
経
済
・
経

営
・
文
化
と
い
っ
た
社
会
科
学
系
の
学

部
を
集
約
、
拡
充
し
た
。
短
期
大
学
の

機
能
は
両
大
学
に
吸
収
さ
れ
、
短
期
大

学
そ
の
も
の
は
発
展
的
に
解
消
。
よ
り

効
率
的
な
体
制
で
各
大
学
の
特
性
を
活

か
し
、
連
携
を
進
め
る
。
地
域
に
開
か

れ
た
「
知
の
拠
点
」
と
し
て
社
会
人
教

育
や
地
域
貢
献
活
動
も
加
速
さ
せ
、
大

学
改
革
で
産
業
人
材
の
質
と
量
の
充
実

を
促
す
。「
人
」
を
核
と
し
た
産
業
の
振

興
、
経
済
の
活
性
化
が
高
知
の
地
方
創

生
の
大
き
な
柱
に
な
っ
て
い
る
。

　

高
知
県
は
平
成
二
十
一
年
か
ら
県
産

品
を
は
じ
め
と
す
る
高
知
県
の
さ
ま
ざ

ま
な
資
源
を
県
外
に
売
り
出
す
「
地
産

外
商
」
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
る
。

活
力
あ
る
県
外
市
場
に
、
高
知
の
県
産

品
を
売
っ
て
「
外
貨
」
を
稼
ぐ
。
地
域

資
源
の
発
掘
、
商
品
化
か
ら
販
売
戦
略

の
立
案
と
い
っ
た
、
県
を
あ
げ
て
の
県

産
品
の
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

昨
年
度
は
四
、〇
〇
〇
件
以
上
、
金
額

に
し
て
一
六
億
円
を
超
え
る
成
約
を
達

成
し
た
。
地
産
外
商
は
現
在
、
こ
れ
ま

の
機
能
強
化
、
教
育
シ
ス
テ
ム
の
再
構

築
に
よ
り
、
学
生
や
県
民
の
学
習
機
会

を
創
出
。「
人
材
あ
り
き
」
の
地
方
創
生

を
目
指
す
。

　

閑
静
な
住
宅
街
と
市
街
地
に
連
な
る

理
想
的
な
文
教
エ
リ
ア
、
高
知
市
永
国

寺
町
に
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
ま
れ
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
県
は
平
成
二
十

年
に
県
立
大
学
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

三
つ
の
公
立
大
学
の
改
革
を
進
め
て
き

た
。
高
知
県
立
大
学
と
高
知
短
期
大
学

の
永
国
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
は
今
春
、
高
知

工
科
大
学
の
経
済
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

群
を
加
え
、
社
会
人
教
育
の
場
を
包
含

す
る
「
知
の
拠
点
」
と
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
四
月
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
地
上
六
階
建
て

の
真
新
し
い
教
育
研
究
棟
か
ら
は
学
生

た
ち
の
明
る
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

今
後
も
図
書
館
や
体
育
館
、
学
生
会
館

　

日
本
の
地
方
部
で
人
口
の
減
少
と
高

齢
化
が
止
ま
ら
な
い
。
高
知
県
も
例
外

で
は
な
く
、
県
民
の
数
は
昭
和
三
十
一

年
の
八
八
万
三
、〇
〇
〇
人
を
ピ
ー
ク

に
平
成
二
十
五
年
十
月
現
在
で
七
四
万 

五
、〇
〇
〇
人
、
六
五
歳
以
上
の
老
年

人
口
の
割
合
は
約
三
割
で
、
高
齢
化
は

全
国
と
比
し
て
一
〇
年
も
先
行
す
る
ス

ピ
ー
ド
だ
。
現
実
に
比
例
し
て
経
済
規

模
、
県
民
所
得
も
縮
減
。
人
口
減
少
が

地
域
か
ら
力
を
奪
い
、
経
済
の
縮
小
が

さ
ら
に
人
口
減
少
を
加
速
さ
せ
る
。
負

の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
ど
こ
で
断
ち
切
る
か
。

こ
の
状
況
下
で
い
か
に
県
民
の
暮
ら
し

を
守
る
か
。
高
知
県
は
県
勢
の
浮
揚
を

図
る
た
め
「
経
済
の
活
性
化
」
や
「
教
育

の
充
実
」
な
ど
五
つ
の
基
本
政
策
（
左

上
図
）
で
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

知
的
人
材
を
育
む
こ
と
は
、
高
知
県

を
活
性
化
さ
せ
る
産
業
人
材
の
育
成
に

繋
が
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、
全
国
一

学
び
の
機
会
が
多
い
県
づ
く
り
を
目
標

に
、
産
業
人
材
を
育
成
す
る
学
び
の
場

の
創
設
を
推
進
し
て
い
る
。
公
立
大
学

真
っ
先
に
人
口
減
少
、

高
齢
化
社
会
に
突
入
し
た
高
知
県

高
知
県

教
育
の
充
実
を
図
り
、

人
口
流
出
を
抑
制
す
る

先進自治体

大
学
機
能
を
強
化
し
、

社
会
貢
献
す
る

「
知
の
拠
点
」を
整
備

高知県文化生活部
私学・大学支援課
課長

岡村一良
Kazuyoshi Okamura

老年人口の割合（全国と高知県との比較）

人口減少に対する課題解決先進県を目指した高知県の取組み

H17 H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52

10年先行
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33.0
35.5 36.9 37.9 38.7

40.9

20.2
23.0

26.8
29.1 30.3 31.6

33.4
36.1

全国 高知

33.0

26.8

37.9

31.6

出典：日本の都道府県別推計人口（H25.3）（国立社会保障・人口問題研究所）
※H17及びH22の数値は国勢調査のデータ

南海トラフ地震対策の抜本強化・加速
インフラの充実と有効活用

対策を下支え

経済の活性化
「高知県産業振興計画」の推進

地産外商
移住促進1

教育の充実
全国一学びの機会が多い
県づくりを目指して

若者の
学ぶ場の創設2

日本一の健康長寿県づくり
「日本一の健康長寿県構想」の推進

「高知型福祉」の実現
＝「あったかふれあいセンター」3

中山間対策の充実・強化
中山間地域の生活を守り、産業をつくる

地域の拠点づくり
＝「集落活動センター」4

少子化対策の抜本強化と
女性の活躍の場の拡大

出会い・結婚・子育てのライ
フステージに応じた課題にワ
ンストップで総合的に支援

5

永
国
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
は

県
民
に
開
か
れ
た「
知
の
拠
点
」

高
知
自
慢
の
食
材
を
使
っ
て

県
外
に
打
っ
て
出
る「
地
産
外
商
」

コンセプト

教育研究棟
高知県立大学、高知短期
大学、高知工科大学

地域連携棟
◉産学官民連携センター
 高知県、高知県立大学、高
知工科大学、高知大学、高
知学園短期大学、高知高専

キャンパス図提供：高知県立大学 建設業界 082015.809 建設業界 2015.8



高知県
先 進 自 治 体

高知県立大学
先 進 施 設

地
産
外
商

ビジネスプランづくり 商品開発 付加価値向上 販路開拓

で
の
成
果
を
踏
ま
え
た
拡
大
再
生
産
の

段
階
に
入
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
課
題
と
な
る
の
が
や
は
り

「
人
材
」
だ
。
高
知
県
産
学
官
民
連
携
セ

ン
タ
ー
（
コ
コ
プ
ラ
）
の
岡
崎
拓
児
チ

ー
フ
は
こ
う
語
る
。「
こ
れ
ま
で
県
内

に
依
存
し
て
い
た
経
済
を
、
地
産
外
商

で
県
外
に
打
っ
て
出
る
ス
タ
イ
ル
に
変

え
る
。
そ
の
た
め
に
産
業
人
材
の
育
成

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
美
味
し
い
か
ら
、

い
い
も
の
だ
か
ら
売
れ
る
と
い
う
感
覚

原
料
は
高
知
、
加
工
は
県
外
の
た
め
、

「
価
値
」
が
県
外
に
逃
げ
て
い
る
現
状

も
見
え
て
き
た
。
検
討
を
重
ね
パ
ッ
ケ

ー
ジ
を
コ
ン
パ
ク
ト
な
仕
様
に
変
更
、

デ
ザ
イ
ン
や
販
促
も
工
夫
し
た
結
果
、

「
土
佐
の
ゆ
ず
ポ
ン
」
は
、
主
力
商
品
に

成
長
し
て
い
る
。

　
「
土
佐
Ｍ
Ｂ
Ａ
で
は
『
な
ぜ
学
び
が

必
要
な
の
か
』
と
い
う
こ
と
を
知
る
入

門
編
か
ら
、
具
体
的
な
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
や
新
商
品
開
発
を
行
う
実
践
編

ま
で
網
羅
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
を
県

内
各
地
に
設
け
て
、
既
存
の
コ
ン
テ
ン

ツ
だ
け
で
な
く
時
代
の
先
端
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
講
義
を
地
域
に
い
な
が
ら

受
講
で
き
る
環
境
の
整
備
に
も
ト
ラ
イ

し
て
い
き
た
い
。
裾
野
を
広
げ
な
が
ら

参
加
者
を
募
っ
て
い
き
ま
す
」
と
岡
崎

チ
ー
フ
は
抱
負
を
語
る
。

　

人
材
の
育
成
に
は
時
間
が
必
要
だ
。

地
方
行
政
に
と
っ
て
、
短
時
間
で
成
果

が
見
え
に
く
い
政
策
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
。
そ
れ
で
も
、
高
知
県
は
腰
を
据
え

て
産
業
人
材
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
に
挑
み

続
け
る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
。「
高
知
県
は
、
ひ

と
つ
の
大
家
族
や
き
」
を
合
言
葉
に
し

た
「
高
知
家
」
と
い
う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
高
知
の
魅
力

の
一
つ
、
家
族
の
よ
う
に
温
か
い
県
民

性
に
着
目
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

地
産
外
商
、
観
光
振
興
、
移
住
促
進
と

い
っ
た
高
知
を
活
性
化
す
る
エ
ン
ジ
ン

に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
土
佐
の
「
地

産
外
商
」
は
着
実
に
実
を
結
び
つ
つ
あ

る
。

で
は
な
く
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
視
点
を
持
つ
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
必
要
な
ん
で
す
」。
こ
れ

を
後
押
し
す
る
の
が
永
国
寺
キ
ャ
ン
パ

ス
を
拠
点
と
し
て
展
開
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

研
修
「
土
佐
ま
る
ご
と
ビ
ジ
ネ
ス
ア
カ

デ
ミ
ー（
土
佐
Ｍ
Ｂ
Ａ
）」
だ
。
県
内
外

の
大
学
教
授
や
経
営
者
、
専
門
家
を
講

師
と
し
て
招
き
、
県
民
に
対
し
て
経
営

戦
略
か
ら
商
品
開
発
ま
で
広
範
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。「
起
業

を
目
指
す
方
か
ら
農
協
の
婦
人
部
の

方
々
ま
で
、
受
講
者
も
さ
ま
ざ
ま
。『
学

び
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
力
に
変
え
る
』
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
い
ま
す
」
と
岡
崎
チ
ー
フ
は

話
す
。
コ
コ
プ
ラ
は
土
佐
Ｍ
Ｂ
Ａ
に
関

す
る
相
談
に
留
ま
ら
ず
、
事
業
化
に
向

け
た
あ
ら
ゆ
る
相
談
、
要
望
に
対
応
し

受
講
者
を
支
援
し
て
い
る
。

　

県
内
で
は
大
瓶
の
「
ゆ
ず
ポ
ン
酢
」

が
当
た
り
前
だ
っ
た
が
、「
ま
る
ご
と

高
知
」
に
は
、
一
人
暮
ら
し
に
は
多
す

ぎ
る
、
高
齢
者
に
は
持
ち
運
び
が
大
変
、

と
い
う
消
費
者
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

学
び
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
力
に
変
え
る

「
土
佐
Ｍ
Ｂ
Ａ
」で
人
材
を
育
成

高知県産学官民
連携センターチーフ
（人材育成支援担当）

岡崎 拓児
Takuji Okazaki

新
商
品
開
発
ま
で
の
実
践
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー

「地産外商」の推進と人材育成の全体図

「高知家」を前面に押し出した県発行の資料『地方創生に向
けた高知県の教育の取組』とピンバッジ。 

地産外商を支える“人材育成”の取組み

● 試作品開発や製品改良への支援

● 県公設試験研究機関による技術支援

● 新産業の創出に向けた産学官連携の促進

●マーケットイン型の商品づくりの推進　
など

● 販売機会の提供（全国見本市への出展、
商談会・フェアの開催）

● 企業の外商活動のサポート（仲介・あっ
せん、同行訪問）　

など

● 成長分野育成研究会による支援（セミ
ナー、専門家派遣等）

● 全国に通用する専門家による総合サポート

● 産業振興アドバイザーによる指導・助言
など

高
知
県
の
支
援

地域と大学との連携による
プロジェクトの推進

高等教育機関等の知見を
県勢浮揚につなげる

「産学官民連携センター
（ココプラ）」の設置

志ある産業人材を育成する
「土佐まるごと

ビジネスアカデミー
（土佐MBA）」の開講

人材育成

高知県地産外商公社による東京・銀座のアンテナショップ「まる
ごと高知」。（提供：高知県）

「
地
産
外
商
」を

人
材
育
成
で
後
押
し
す
る
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高知県
先 進 自 治 体

高知県立大学
先 進 施 設

知
見
は
、
よ
り
実
践
的
な
ス
キ
ル
と
し

て
学
生
に
蓄
積
さ
れ
る
。
清
原
教
授
は

「
入
学
当
初
の
学
生
は
『
高
知
』
と
い
う

地
域
に
対
す
る
意
識
、
自
覚
が
希
薄
な

面
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
の
人

と
話
し
、
共
に
考
え
、
活
動
す
る
こ
と

で
本
当
の
課
題
を
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
る
ん
で
す
。
学
生
た
ち
の
表
情
が
ど

ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
よ
」
と
、

そ
の
意
義
を
語
る
。

　

さ
ら
に
、
域
学
共
生
を
象
徴
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
、
平
成
二
十
五
年
度
に
ス

高
知
県
立
大
学

県
勢
浮
揚
に

貢
献
す
る
知
の
拠
点

　

産
業
人
材
の
育
成
を
核
と
し
て
地
域

の
再
生
と
活
性
化
を
目
指
す
高
知
県
。

そ
の
思
想
を
体
現
す
る
大
学
が
あ
る
。

今
年
創
基
七
〇
年
を
迎
え
る
高
知
県
立

大
学
は
、
昭
和
二
十
年
に
高
知
県
立
女

子
医
学
専
門
学
校
と
し
て
開
学
し
た
。

現
在
は
共
学
と
な
り
、
永
国
寺
キ
ャ
ン

パ
ス
に
文
化
学
部
、
池
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
看
護
、
社
会
福
祉
、
健
康
栄
養
の
各

学
部
を
擁
す
る
伝
統
校
だ
。
高
度
な
職

業
人
の
育
成
を
通
し
た
地
域
貢
献
が
開

学
以
来
の
一
貫
し
た
理
念
だ
。

　

そ
の
信
条
を
よ
り
具
現
化
す
る
た
め

に
今
年
度
か
ら
「
域
学
共
生
」
と
い
う

新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
、
地
域
と

大
学
が
協
働
す
る
多
彩
な
活
性
化
活
動

を
始
動
さ
せ
た
。
同
大
の
地
域
教
育
研

先進施設

究
セ
ン
タ
ー
長
の
清
原
泰
治
教
授
に
お

話
を
伺
っ
た
。「
域
学
共
生
は
『
大
学
が

地
域
を
変
え
る 

地
域
が
大
学
を
変
え

る
』
と
い
う
発
想
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

高
知
県
は
少
子
高
齢
化
、
地
域
の
再

生
・
活
性
化
と
い
っ
た
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
学
生
、
教
職
員
は
地

域
に
飛
び
出
し
て
行
っ
て
地
域
の
現
実

を
知
る
。
地
域
住
民
は
学
生
、
教
職
員

と
協
働
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
た
志
を
高
め
る
。
地

域
と
大
学
、
社
会
人
と
学
生
と
い
っ
た

『
垣
根
』
を
取
っ
払
い
、
地
域
に
根
ざ
し

た
学
び
の
場
と
機
会
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
」。

　

同
大
は
今
年
度
か
ら
、
地
域
学
関
連

の
科
目
を
必
修
化
し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
通
し
て
高
知
県
の
具
体
的
な
課
題

や
活
性
化
の
取
り
組
み
を
学
び
、
実
際

の
活
動
に
参
加
し
な
が
ら
地
域
貢
献
を

体
得
す
る
。
座
学
と
現
場
で
得
ら
れ
た

タ
ー
ト
し
た
「
立
志
社
中
」
が
あ
る
。

坂
本
龍
馬
が
興
し
た
日
本
初
の
商
社
と

い
わ
れ
る
「
亀
山
社
中
」
と
、
板
垣
退

助
ら
が
組
織
し
た
自
由
民
権
運
動
の
中

心
団
体
「
立
志
社
」
か
ら
造
語
し
た
学

生
チ
ー
ム
だ
。
地
域
の
課
題
に
高
い
関

心
を
寄
せ
る
学
生
が
、
県
民
と
一
緒
に

活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
座
学
で
は

学
べ
な
い
現
実
に
触
れ
、
地
域
づ
く
り
、

人
づ
く
り
に
積
極
的
に
関
与
す
る
。
学

生
自
ら
が
解
決
策
を
企
画
立
案
、
学
長

も
列
席
す
る
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
経
て
、
採
択
さ
れ
る
と
活
動
支
援

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

あ
る
学
生
た
ち
は
高
岡
郡
中
土
佐
町

大
野
見
地
区
に
あ
る
農
家
の
田
植
え
体

験
に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

立
志
社
中
で
エ
コ
米
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
展
開
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
農
業
経

営
者
も
組
織
を
立
ち
上
げ
て
米
の
販
促

を
試
み
て
い
た
が
活
動
は
な
か
な
か
軌

道
に
乗
ら
な
か
っ
た
。「
農
家
さ
ん
は

恥
か
し
が
り
屋
が
多
い
の
か
、
う
ま
く

ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
。
そ
こ
で
う
ち
の

学
生
た
ち
が
地
域
に
入
り
込
ん
で
い
く
。

大
学
祭
で
の
Ｐ
Ｒ
、T

w
itter

やFace 
book

で
の
告
知
に
は
じ
ま
り
、
レ
シ
ピ

開
発
や
期
間
限
定
の
定
食
屋
ま
で
始
め

広報誌「地域×大学＝域学」には学生
による地域貢献活動が紹介されている。

て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
、
清
原
教
授
は

話
す
。
エ
コ
米
の
売
り
上
げ
は
二
年
間

で
八
倍
に
も
な
っ
た
。
こ
の
立
志
社
中

の
チ
ー
ム
で
あ
る
「CO

M
E

☆RISH

」

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
の
は
健
康
栄
養
学

部
の
当
時
一
回
生
だ
っ
た
式
地
麻
湖
さ

ん
。
管
理
栄
養
士
を
目
指
す
彼
女
に
と

っ
て
地
域
の
農
業
や
食
材
に
直
に
触
れ

る
経
験
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
得
難
い

財
産
に
な
っ
た
は
ず
だ
。

　

ま
た
、
地
域
の
人
が
ふ
と
口
に
し
た

「
つ
ぶ
や
き
」
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
の

事
例
も
あ
る
。
廃
校
を
利
用
し
た
地
域

活
性
化
策
を
検
討
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
の
過
程
で
、
学
生
た
ち
が
「
石
窯

で
焼
い
た
パ
ン
を
食
べ
た
い
」
と
い
う

地
域
で
学
ぶ
、

学
び
が
地
域
を
変
え
る

「
域
学
共
生
」と
い
う
考
え
方

「
生
活
の
現
場
」で
活
性
化
の

道
筋
を
見
つ
け
る「
立
志
社
中
」

高知県立大学
健康栄養学部
3回生

式地麻湖
Mako Shikiji

将来私たちが管理栄養士や栄養教諭になったときに、
「COME ☆ RISH」で得た体験を子供たちに伝えてい
きたいと語る式地さん。

左／地元の人 と々石窯で焼いたピザを作り、笑顔で交流する学生たち。右／エコ米を
作るため、農家と一緒に田植えを行った。（提供：高知県立大学）
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高知県
先 進 自 治 体

高知県立大学
先 進 施 設

志
社
中
の
取
り
組
み
は
、
そ
う
し
た
想

い
か
ら
始
ま
っ
た
と
も
い
え
る
。

　
「
地
元
の
銀
行
に
就
職
し
た
若
い
Ｏ

Ｂ
が
『
金
融
業
に
就
い
た
の
で
は
な
く
、

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
る
ん
だ
』
と
言

っ
て
笑
う
ん
で
す
。
社
会
に
出
た
後
も

本
気
で
地
域
に
入
り
込
ん
で
い
る
。
感

銘
を
受
け
ま
し
た
」
と
、
清
原
教
授
は

そ
の
「
成
果
」
に
自
信
を
見
せ
る
。

　

立
志
社
中
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
だ
。

と
は
い
え
一
昨
年
六
チ
ー
ム
で
始
ま
っ

た
活
動
は
今
年
度
九
チ
ー
ム
を
採
択
、

う
ち
継
続
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
七
件
だ
。

サ
ポ
ー
ト
す
る
教
員
や
職
員
の
意
識
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
目
に
見
え
て
高
ま

っ
て
い
る
と
い
う
。
持
続
す
る
こ
と
で

地
域
の
活
力
は
拡
大
再
生
産
さ
れ
て
い

く
に
ち
が
い
な
い
。

　
「
教
育
機
関
と
い
う
役
割
の
大
学
が

限
界
集
落
そ
の
も
の
を
無
く
す
こ
と
は

難
し
い
」
と
清
原
教
授
は
話
す
。
そ
れ

は
行
政
の
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ

だ
。「
し
か
し
、
学
生
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

や
立
志
社
中
を
通
じ
て
地
域
と
関
わ
り

続
け
る
こ
と
で
、
地
域
の
こ
と
が
よ
く

分
か
っ
て
い
る
『
専
門
職
者
』
に
な
っ

て
い
く
。
地
域
と
若
者
が
元
気
に
な
り
、

集
落
が
勢
い
づ
く
。
そ
れ
は
高
知
県
が

目
指
す
地
方
創
生
に
も
繋
が
っ
て
い
く

ん
で
す
」
と
今
後
の
展
望
を
語
っ
た
。

地域に開かれた「垣根」のない大学キャンパス
現場の垣根も取り払って短期施工を達成

永国寺キャンパス教育研究棟
施工：大林・和・響特定建設工事共同企業体

建設業 in 高知県地方創生応援隊！

　永国寺キャンパスでは老朽化対策と施設の機
能強化を目的に再整備を展開中だ。今年3月、
中心施設となる教育研究棟が竣工した。
　文教地区に溶け込むように佇むキャンパスに
は、「塀」が無い。コンセプトである「垣根のな
い大学」をそのまま体現している。建設を担っ
た㈱大林組の一色孝一所長に、竣工までの経緯
を伺った。「街の中の知のオアシスにふさわし
い、意匠性の高い都市型キャンパス。勇んで着
工しました。しかし、実質工期は延べ14.5カ月
という短工期。このプレッシャーは辛かった」
と振り返る。周辺は閑静な住宅エリア。休日の
重機の使用や一日の作業時間も制限される。
「開校日は決まっていますから、遅れは絶対に
許されない。それ以前に工期の達成は、施工者
に課せられた最大の使命ですから」と話す。
　一色所長は、建築・電気・空調・衛生といっ
た現場の「垣根」を取り払い、本来なら順を追
って施工する工程を並行して展開した。「要に
なったのが綿密な調整と工程管理、手戻りを絶

大林・和・響特定建設工事
共同企業体
永国寺キャンパス
JV工事事務所　所長

一色孝一
Koichi Isshiki

対に出さないという使命感です」。ご自身で建物
の模型を作り、これを挟んでスタッフと確認を
繰り返した。確かに図面を広げて話をするより、
精密な模型を指で指し示すことで細部にわたっ
て即座に情報と想いを共有することができる。
　ゼネコンの役割は地方の施工において、その
技術を地元企業に伝えることも含
まれている。一色所長はそ
の技が地域に根ざせば、地
方の建設業界全体のレベルア
ップにつながると考えている。
　現場に携わる全員が「高知家」の家族という
自覚を持って施工に当たった結果、無事工期内
で竣工することができた。作業員の中には高知
家のピンバッジをつけている人も少なくなかっ
たという。「地元の企業さんもよく付いてきて
くれました。感謝しています。竣工式で知事か
ら直接感謝の言葉をいただいたときは私自身を
含め工事関係者全員が高知家の一員になれた気
がしました」。

企
画
に
よ
る
運
動
会
、
夏
祭
り
の
復
活

に
つ
な
が
る
。
小
学
校
の
廃
校
以
来
、

長
く
途
絶
え
て
い
た
恒
例
の
祭
り
で
再

会
し
た
お
年
寄
り
た
ち
は
、
目
を
潤
ま

せ
て
喜
ん
で
い
た
と
い
う
。

　
「
生
活
の
現
場
」
を
舞
台
と
す
る
こ

う
し
た
活
動
は
地
域
振
興
だ
け
を
目
的

に
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
全
く
異
な
る
立
ち
位

置
に
あ
る
。
清
原
教
授
は
、「
学
生
自
身

が
成
長
、
飛
躍
す
る
。
そ
れ
が
域
学
共

生
の
コ
ン
セ
プ
ト
だ
」
と
断
言
す
る
。

地
域
貢
献
は
そ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し

て
継
続
的
に
成
果
を
上
げ
続
け
て
い
く

こ
と
が
理
想
な
の
だ
。

　

大
学
進
学
の
受
け
皿
を
整
備
す
る
。

そ
れ
も
高
知
県
の
取
り
組
む
大
学
改
革

の
支
柱
の
一
つ
だ
。
そ
の
意
義
を
認
め

つ
つ
清
原
教
授
は
こ
う
も
語
る
。「
若

い
ん
だ
か
ら
都
会
に
出
て
み
た
い
。
そ

の
気
持
ち
も
分
か
る
ん
で
す
。
新
し
い

世
界
で
視
野
を
広
げ
る
こ
と
も
必
要
で

し
ょ
う
。
一
方
、
地
元
に
残
っ
た
若
者

が
誇
り
を
持
て
る
環
境
づ
く
り
も
重
要

な
の
だ
と
思
い
ま
す
」。
域
学
共
生
、
立

「
大
学
」は
人
口
流
出
を
止
め
る

「
堰
」に
な
り
得
る
か

中山間地域の再生を目指す活動を行っている活輝創
生実行委員会。長年開かれていなかった運動会や夏
祭りを復活させるなど、地域住民の夢を実現させてい
る。（提供：高知県立大学）

地
元
に
残
っ
た
若
者
が

誇
り
を
持
て
る
環
境
づ
く
り
も
重
要

高知県立大学
学長特別補佐
センター長・教授

清原泰治
Yasuharu Kiyohara

地
元
の
人
の
声
を
耳
に
す
る
。
地
元
の

食
材
で
ピ
ザ
を
焼
こ
う
。
実
現
は
早
か

っ
た
。
助
成
金
を
資
金
に
石
窯
を
設
置
、

地
元
の
食
材
を
楽
し
む
「
収
穫
祭
」
を

開
催
し
、
集
落
と
学
生
た
ち
は
交
流
を

深
め
て
い
く
。
そ
の
絆
が
学
生
た
ち
の

永国寺キャンパス教育研究棟は、学生や教職員とのコミュニケーションを円滑に行えるよう、コモンスペー
スが整備されている。
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